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国道３１４号 湯の原工区 防災安全交付金（歩道整備）工事

ＪＲ跨線歩道橋をメタルロード工法で架設

架設位置

事業概要

国道３１４号湯の原工区は旧仁多町の中心で
ある三成の東に位置し、中国山地の山々と斐伊
川に挟まれ急カーブが連続するため、ここ５年
間で死亡事故を含み８件の交通事故が発生して
います。さらには、通学路でありながら、旧規
格の道路で路肩も狭く、非常に危険な状況であ
るため、本事業により歩道の整備を進めている
ところです。
今回紹介する歩道橋は、ＪＲ木次線と交差す
るうえ、昭和１０年に架設された車道部の既設
橋梁にも配慮する必要があったため、地形等施
工条件の厳しい場所で有利となりやすい「メタ
ルロード工法」を採用しました。
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①下部工は、土や
岩を削り取って穴を
ほり鋼管杭を建て
込みます。

メタルロード工法概略図

③完成

②上部工はクレーン
で架設します。また、
安全のため夜間の
施工となります。

○部材の運搬・架設が
容易で施工性に優れ
ている。

○活荷重や地震時荷
重に対して優れた耐
荷力を有している。

○中山間部の狭小か
つ複雑な地形に対して
有利。

②上部工

①下部工

メタルロード工法の特徴



高速道路推進課 

１ 概要 

 山陰道整備について、平成 28 年度は福光浅利道路が新規事業化となったほか、12 月 18 日に浜

田三隅道路（西村～石見三隅間）が開通しました。 

 平成29年度は朝山大田道路が、さらに平成30年度には多伎朝山道路が供用予定となっています。 

 また、その他の路線についても、鋭意工事が進められており、橋梁やトンネル等の構造物も目に

付くようになってきました。今回は現在の山陰道の整備状況について、簡単にご紹介いたします。 

山陰道の整備状況について 

※1 猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合 

H29.3 末時点 



各路線の状況 

（１）出雲湖陵道路：出雲市知井宮町～湖陵町三部・延長 L=4.4km 【平成 20 年度事業着手】

（２）湖陵多伎道路：出雲市湖陵町三部～多伎町久村・延長 L=4.5km 【平成 24 年度事業着手】

東神西第一高架橋下部工事（H28.12撮影） 

平成28年度は用地買収・埋蔵文化財調査・環境調査・道路改

良工事・橋梁上部工事・トンネル工事が進められました。 

平成 29年度も引き続き、同様の内容が実施される予定です。 

多伎インター橋下部工事（H28.12 撮影） 

平成28年度は用地買収・埋蔵文化財調査・環境調査・道路改

良工事・橋梁下部工事が進められました。 

平成 29年度は上記の内容に加え、橋梁上部工事が実施される

予定です。 



（３）多伎朝山道路：出雲市多伎町久村～大田市朝山町朝倉・延長 L=9.0km【平成 18年度事業着手】 

（４）朝山大田道路：大田市朝山町朝倉～久手町刺鹿・延長 L=6.3km 【平成 19 年度事業着手】

平成 28 年度は環境調査・道路改良工事・橋梁下部工事・橋

梁上部工事・トンネル工事が進められました。 

平成 29 年度は環境調査・改良工事・橋梁上部工事・舗装工

事が進められる予定です。

多伎インター橋下部工事（H28.12 撮影） 

平成30年度 

開通予定 

口田儀第 3トンネル工事（H28.12 撮影） 

口田儀第 4高架橋 PC上部工事（H28.12 撮影） 

平成29年度 

開通予定 

平成 28年度は埋蔵文化財調査・環境調査・道路改良工事・橋梁上部工事等が進められました。 

平成 29年度は環境調査・改良工・床版工・舗装工・電気設備工・道路交通安全施設工が実施される予定

です。 

波根川橋床版工事（H29.2 撮影） 

波根地区改良（H29.2 撮影） 

至：江津方面 

至：出雲方面 

至：江津方面 

至：出雲方面 



（５）大田静間道路：大田市久手町刺鹿～大田市静間町・延長 L=5.0km【平成 24 年度事業着手】 

（６）静間仁摩道路：大田市静間町～仁摩町大国・延長 L=7.9km【平成 20年度事業着手】

平成 28 年度は用地買収・埋蔵文化財調査・環境調査・道路

改良工事・橋梁下部工事が進められました。 

平成 29年度は同様の内容が実施される予定です。 

多伎インター橋下部工事（H28.12 撮影） 

平成 28 年度は用地買収、埋蔵文化財調査・環境調査・道路改

良工事・橋梁下部工事等が進められました。 

平成 29 年度は上記内容のほか、トンネル工事が実施される予

定です。

大田 IC 現道接続部（H28.12 撮影） 

仁摩石見銀山 IC付近（H29.2 撮影） 

至：出雲方面 

至：江津方面 



（７）福光浅利道路：大田市温泉津町福光～江津市松川町上河戸・延長 L=6.5km【平成 28年度事業着手】 

（８）三隅益田道路：浜田市三隅町～益田市遠田町・延長 L=15.2km【平成 24 年度事業着手】

平成２７年９月に都市計画決定され、今年度（平成28年度）から新規に事業着手しました。 

平成２８年度は測量、地質調査等に着手し、平成２９年度は調査設計を進めていく予定です。 
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遠田高架橋下部工事（H28.10 撮影） 三隅川橋下部工事（H28.12 撮影） 

平成28年度は用地買収、埋蔵文

化財調査・環境調査・道路改良工

事・橋梁下部工事、トンネル工事

が進められました。 

平成 29年度も同様の工事が進め

られる予定です。 



（９）浜田三隅道路：浜田市原井町～浜田市三隅町三隅・延長 L=14.5km【平成 28 年度全線開通】

至：浜田 

至：益田 

至：浜田 

至：浜田 

至：益田 

至：益田 

至：浜田 

ゆうひパーク三隅 

三隅町折居 西村町 

西村 IC 

至：益田 

石見三隅 IC 

至：益田 

至：浜田 

西村町 

至：本線 

至：9 号 

石見三隅 IC（ランプ） 



高速道路推進課 

１．概要 

島根の社会、経済、文化活動を支えた道について、歴史をたどり各時代における道のあり方や道路制度、

道路・交通施策を紹介する講演会を、下記により開催しました。 

当日は多くの方に聴講していただき、古来から人々が歩いてきた道の意味について思いを馳せていただけ

たのではないでしょうか。 

 (1)実施日：平成 29年 3 月 4 日（土） 

(2)会 場：島根県立図書館 

(3)プログラム 

■「島根県の道路整備について」 

 島根県土木部高速道路推進課長 舟津修亮 

■講演「出雲の神々に出会う道」 

     講師：川島芙美子 氏 

 【講師略歴】

   奈良女子大学文学部卒業。島根大学大学院修士修了。 

  島根県立高校の教員を経て、現在、しまね観光推進会議委員、「山陰万葉を歩く会」会長、「風土記を

訪ねる会」代表。著書に『出雲の神々に出会う旅』（今井出版）、『神々のくに そのくにびと』（中国新

聞社）、『こども出雲国風土記』（山陰中央新報社）、『人麻呂さん 石見に生きて恋して』、『神々うた

う雲國』（客山房）。共著に『山陰の神々ー古社を訪ねて』（今井出版）、『山陰の神々－神々と出会う

旅』（今井出版）、『古代出雲を歩く』（山陰中央新報社）など 

  ■高速道路に関する展示の紹介 

２．講演（写真） 

川島先生による講演

特別講演会「出雲の神々に出会う道」を開催しました 



３．講演会資料（一部） 

江戸時代に作成された地図

熱心に聴講していただきました。 舟津高速道路推進課長による道路整備に関する説明 



山陰道の国々は東アジア諸国との玄関口でもあり、国司には柿本人麻呂など万葉集の中でも名高い歌人が多く派遣されていました。

４．展示  

県立図書館 1階ホールで 4月 5日まで、道路に関する各種資料の展示を行っています。



　島根県では、落石等の異常を発見した際の通報手段として、スマートフォンを用いた

通報アプリケーション「パトレポしまね」を平成２９年４月７日から本格運用します。

道路維持課





都市計画課 

平成29年3月6日（月）19時から、

出雲商工会にて神門通り線２工区の第

１回ワークショップを開催しました。 

当日は地域の皆さまをはじめとした

約90名の参加があり、今後の神門通り

の整備についての思いやアイデアなど、

様々な意見をいただくことができまし

た。 

【神門通り線（２工区）事業概要】 

詳細は出雲県土整備事務所のHPをご参照ください。 

（URL：） 

【神門通り線２工区ワークショップについて】 

２工区には大鳥居や宇迦橋など、道づくりや景観を考える上で重要なポイントが多く存在して

いることから、計５回のワークショップを開催し、これまでと同様、地域との意見を反映させな

がら事業を進めていきます。 

第１回：道づくりについて考える（H29.3.6）←今回実施

   第２回：宇迦橋の景観について考える①（H29.5.24） 

   第３回：宇迦橋の景観について考える②（H29.7月中旬予定） 

   第４回：宇迦橋の景観について考える③（H29.9月中旬予定） 

   第５回：まちづくりについて考える（H29.11月中旬予定） 

（都）神門通り線２工区のワークショップを開催しました 

宇迦橋の 

架け替え 

…老朽化した橋を

新しくし、安全な

橋へ架け替えま

す 

美しい 

景観の創出 

…門前町に相応

しい景観を目

指します

電線の地中化 

…景観を向上さ

せ、歩行空間

も確保します

歩道の拡幅 

…歩道幅を広

げ、安全な歩

行空間を確保

します

詳細については出雲県土整備事務所のホームページをご覧ください。
（URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/toshi/kikan/izumo_kendo/shinmon2.html） 



都市計画課 

【第１回ワークショップの流れ】 

【参加者の皆さんのご意見】 

【次回ワークショップの開催について】 

第２回：平成 29年 5月 24 日（水）19:00～21;00 

「宇迦橋の景観について考える①」 

場所：出雲商工会３階大会議室（出雲市大社町杵築南1344）

申込み：不要 

問い合わせ：島根県出雲県土整備事務所都市整備課 

      （TEL：0853-30-5667） 

皆さまの意見が必要です！どうぞ奮ってご参加ください。

・大鳥居とマッチした道の景観を。 

・夜になると暗いので灯りがほしい。 

・自転車のスペースが狭いと危ない。 

・写真が撮影できる場所がほしい。 

・宇迦橋北詰交差点について、５→４叉路化 

としてはどうか。 

・車のスピードを落とす工夫がほしい。 

 …etc 

神門通り線１工区が整備前後

でどう変わったか、今後２工

区をどうしたいか等、参加者

の皆さんのご意見を「ふせん」

へ記入していただきます。 

ワークショップ運営側より、

今回のワークショップの目的

や、道幅の考え方等について

説明しました。 

「ふせん」を回収し、どのよ

うな意見があったか総合コー

ディネーターの桑子先生から

紹介していただきました。 

・観光客が増えにぎやかになった。 

・歩道が広くなり、歩行者が通行 

しやすくなった。 

・舗装が石畳になり、雰囲気が 

 明るくなった。 

・神門通りと大社の 

統一感が出た。 

     …etc 

１工区（完了工区）について ２工区について 



漁港漁場整備課

●和江地区漁港関連道
「和江地区漁港関連道」は、和江漁港と国道９号を結ぶ

アクセス道路で、平成２４年に整備に着手しました。

和江漁港は、平成２５年９月に大田市内の４市場（和江、

五十猛、久手、仁摩）を統合し、流通の集約化・効率化を

図ると共に、統合市場として新たに整備された高度衛生管

理型荷捌き施設により水産物の付加価値向上に取り組んで

います。また、和江地区には若い漁業者が多く、県内にお

いて最も活気のある漁業地域の一つとなっています。

この和江漁港で水揚げされた水産物は、朝市のほかに全国的にも珍しい夕市により

県内はもとより関西、中国、九州地区方面等へ出荷されていますが、周辺道路は未改

良区間が多く、車両の離合が困難な箇所もあり、安全で効率的な輸送道路の整備が急

がれるところです。また、当該道路により、現在整備中である山陰道大田静間道路へ

のアクセス向上も期待されており、高速道路との連携整備よる流通機能の強化が期待

されています。

今回は、当該漁港関連道における主要構造物である橋梁「（仮称）新正原橋」を紹

介します。

位 置 図

和江漁港
（大田市）

和江地区
漁港関連道

静間IC 大田市街地

至 出雲市

至 浜田市

和江漁港

主な流通ルート（現状）

将来の流通ルート

（仮称）新正原橋

高度衛生管理型荷捌き施設でのセリの状況

周辺道路の状況



漁港漁場整備課

●（仮称）新正原橋
「（仮称）新正原橋」は、２級河川静間川に架橋された現在の正原橋が有効幅員

W=4.0ｍと狭いため、新たに下流側に２車線幅員を確保した橋梁として計画しました。

橋梁概要は、橋長L=106.5m、有効幅員W=6.5m（車道）で、上部形式は３径間連

続プレビーム合成桁です。国道９号への接続箇所に近接しており、静間川の架橋条件

（桁下高）を満足しながら国道９号への接続勾配を抑える必要があり、橋台位置にお

いて桁高を1.2ｍに制限する必要から、全県的に

も珍しい橋梁形式を採用しています。

なお、既設橋梁は撤去せずに防護柵などを改良

して歩道橋として利用する計画です。

現在の進捗状況は、これまでにA2橋台が完成し、

A１橋台及び P1・P2橋脚を施工中で、上部工工

事にも着手しました。今年の秋以降には架設を行

う予定です。現場見学会を予定していますので、

その際には皆さん是非ともご参加下さい。

～最後にちょっと漁港漁場整備課のＰＲ～

漁港漁場整備課（県内水産事務所）では、県内の漁港や魚礁

の整備以外にも、今回紹介させて頂いた橋梁整備などの道路

関係事業をはじめ、多くの種類の事業（道路、海岸、下水等）を

行っています。
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県内屈指の大規模橋梁、浜田マリン大橋も
漁港事業で整備したものです！！


